






プ ロ グ ラ ム

13：00‐13：10 開会挨拶
［主催者挨拶］ (公財)わかやま産業振興財団 事務局長 田中 亨
［来賓挨拶］ 文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課 専門官 打田 剛 氏

13：10‐13：30 事業概略と進捗報告
「地域イノベーション戦略支援プログラム」

(公財)わかやま産業振興財団 プロジェクトディレクター 前田 育克

13：30‐15：00 招聘研究者活動報告

「医農連携による活動報告」 13:30～13:45

(公財)わかやま産業振興財団 医農連携コーディネータ 三谷 隆彦

「果実由来成分の腸内細菌フローラへの影響」 13:45～14:00

近畿大学生物理工学部 教授 芦田 久

「和歌山県の特産果実に含まれる二次代謝産物の利用技術の開発」 14:00～14:15

近畿大学生物理工学部 教授 尾﨑 嘉彦

「抗炎症作用を示す食品成分の探索‐慢性炎症作用抑制による生活習慣病の予防を目指して‐」 14:15～14:30

近畿大学生物理工学部 講師 永井 宏平

「植物由来保健機能成分による脂質代謝改善、糖尿病予防に関する研究」 14:30～14:45

和歌山県立医科大学大学院医学研究科 特別研究員 竹島 健

15：00‐15：30 ポスターセッション 休憩

15：30‐16：30 元気シニア社会創出に向けた取組事例

「地域連携による活動報告」 15:30～15:50

(公財)わかやま産業振興財団 地域連携コーディネータ 中谷 吉隆

「健康寿命の延伸を目的とした介護予防のための運動と食を用いた取り組み」 15:50～16:10

和歌山大学介護予防地域支援プロジェクト 特任助手 木場田 昌宜

「疾病予防に必要な地域診断のあり方‐和歌山県の特徴と県内の地域差をふまえて‐」 16:10～16:30

和歌山県立医科大学保健看護学部 講師 岡 檀

16：30‐17:30 地域の研究開発事例報告

「梅酢ポリフェノールで見出された抗ウイルス作用」 16:30～16:50

和歌山信愛女子短期大学 学長 小山 一 氏

「梅酢ポリフェノールのヒトにおける降圧作用等に関する研究」 16:50～17:10

和歌山県立医科大学医学部 助教 竹村 重輝 氏

「ウメ「露茜」産地化に向けた果実の赤色着色促進技術の開発」 17:10～17:30

和歌山県果樹試験場うめ研究所 主査研究員 大江 孝明 氏

17：30‐17：35 閉会挨拶
和歌山県 商工観光労働部 企業政策局 産業技術政策課 課長 出口 博之

17：45‐19：10 交流会

和歌山県特産果樹類の保健機能成分の解明と効能検証のため
「医」及び「農」分野において集積した研究者の報告

県民健康力の向上に向け、運動と健康・
食と健康の面から元気シニア社会創出
に取り組む研究者の報告

和歌山県内の地域資源(梅)に着目し、地
域資源の活用に取り組む研究者の報告
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企業・団体名
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氏名 講演会（13：00～） 交流会（17：40～）

する  ・  しない する  ・  しない

する  ・  しない する  ・  しない

する  ・  しない する  ・  しない

参加 参加

参加申込書 申込締切　平成２６年１１月１４日（金）０７３-４３２-３３１４
ＦＡＸ

プログラム

（公財）わかやま産業振興財団　テクノ振興部地域イノベーション推進室　　担当　山田、上土谷
〒６４０-８０３３ 和歌山県和歌山市本町二丁目１番地　フォルテワジマ６階
TEL ０７３-４３２-５１５５　　FAX ０７３-４３２-３３１４
E-mail　tk7@yarukiouendan.jp（件名は「シンポジウム申込」と記載してください）

お申込み・お問合わせ先

●参加の欄はどちらかに○をしてください。●交流会にご参加いただく方は当日受付にて交流会参加費(4,000円)をお支払ください。
●ご記入いただいた個人情報は、当シンポジウムに係る受付・内容の確認以外の目的に使用いたしません。


